
令和６年度新人介護職員職場定着促進事業業務委託企画提案質問 回答書 １

番号 回答

Ｑ１

Ａ１

Ｑ２

Ａ２

Ｑ３

Ａ３

Ｑ４

Ａ４

オンライン開催も可とするとありますが、東部、中部、西部のいずれかをオ

ンライン開催とし、例えば、東部、中部、オンラインの全３回開催という考え

方でもよいのでしょうか。

またはハイブリット開催を意図としているのでしょうか。

開催方法についての指定はありません。多くの新人職員が参加しやすく、効果

的な開催方法をご提案ください。ただし、東部、中部、西部の３地域において

の開催は必須とします。

アンケートは参加者のみではなく、「参加事業所の人事ご担当者からも取得す

る」、との事ですが、どのような内容を伺うことを想定しておられますでしょう

か 。

研修内容の評価や感想等、今後の事業のための効果測定を想定しています。

昨年実施されていた、「参加事業所の人事ご担当者へのフィードバック」を行わ

ないことの主な理由をご教示ください？

昨年度は、参加者個人の職業人生の振返りについてのフィードバックを行って

いましたが、今年度は不要と判断し仕様から外しました。

広報に於いて「事業の案内チラシを作成し、配布すること」とありますが、 チ

ラシの仕様（サイズ、片面・両面、カラー・白黒、用紙、枚数等）に決まりは

ありますでしょうか。また配布先はどちら（県全体の事業所宛、市町村介護保

険課宛、枚数等）を想定されておりますでしょうか。

チラシの仕様についての指定はありません。また、配布先については県内各市

町、県内介護事業所等を想定しておりますが、より参加者が集まりやすい配布

先をご提案ください。



Ｑ５

Ａ５

Ｑ６

Ａ６

Ｑ７

Ａ７

Ｑ８

Ａ８

Ｑ９

Ａ９

Ｑ10

Ａ10

Ｑ11

Ａ11

広報に於いて「研修の内容や研修風景を情報発信し、研修を PR すること。」と

ありますが、これは令和６年度の研修実施後に情報を発信するため、令和６年

度の参加者募集ではなく、次年度以降への広報の観点という解釈でよろしいで

しょうか。

当該事業はより多くの新人介護職員が研修を受講することで、離職防止と職場

定着を促進することを目的としていますので、令和６年度中の追加応募も念頭

に置いた情報の発信・ＰＲをしてください

過去の本事業において実際に行った広報手段及びそれによる参加者獲得数をご

教示ください。

別紙１を参照ください。

令和５年度本事業の開催回ごとの申込数と参加者数を教えてください。

別紙１を参照ください。

上記、参加者のサービス種別について教えてください。

サービス種別についての集計は行っておりません。

令和５年度本事業の広報の使用媒体、周知内容、回数等について教えてくださ

い。

別紙１を参照ください。

令和５年度本事業の申込者が何を見て本事業を認知したのか、認知経路ごとの

集計があればご教示ください。

認知経路についての調査は行っておりません。

広報手段については別紙１を参照ください。

昨年度のアンケート結果を開示しいただくことは可能でしょうか

別紙２を参照ください。



Ｑ12

Ａ12

「県が実施する人材育成事業に参加した介護保険施設等に対し、広報を行うこ

と。」という文章での「人材育成事業」とは、「令和６年度静岡県介護人材育成

事業」のことで間違いないでしょうか。

また、広報の手法としては、当該事業に参加した介護保険施設等へ直接電話・

メール・郵送などの手段で受託事業者が連絡し、広報するという認識で間違い

ないでしょうか。

令和５年度以前の静岡県介護人材育成事業の参加者が対象となります。

広報の手法については、より多くの参加者を集めることができる広報について

ご提案をお願いします。



新人介護職員職場定着促進事業

(静岡県福祉長寿局介護保険課)

１.令和５年度広報の内容について

２.令和５年度開催実績

別紙１別紙１



令和５年度新人介護職員向け交流研修アンケート結果

(静岡県福祉長寿局介護保険課)

１.新人介護職員向け交流研修 研修１日目

別紙２



２.新人介護職員向け交流研修 研修２日目


